１　単元名　「歴史小説づくり」（総時数35時間）
２　単元構成
⑴　単元構成の意図
本単元は，歴史小説づくりを体験させることを通して，歴史的事象がもつ社会の必然としての側面と，人間ドラマとしての側面とに気付かせることをねらいとしている。必修教科ではこのような学習を正面から取り組ませることは難しく，選択教科社会の時間を使いながら，長期的に取り組ませていこうとするものである。

本単元では，日本の近代の黎明期に創設された松下村塾と克己堂を取り上げる。松下村塾は，説明するまでもなく吉田松陰を師として，幕末維新期の日本で活躍する数多くの人物を輩出した私塾である。克己堂は，阿月（現在の柳井市）の領主であった，浦氏が開いた郷校で，松下村塾と同様に尊王攘夷思想のもと倒幕の志をもった若者が学んだところである。この時期の若者の活躍は，山口県人のアイデンティティの根幹をなすものとして，今も高く評価されている。しかし，この二つの評価は，現時点では大きな開きがある。松下村塾とその門下生を慕う人の数が多いのに比べ，克己堂はその存在すらも知らない人が多いのが現状である。我々は，この好対照とも言える二つの存在に注目し，幕末の日本を通して現代にも通じる，人と人とのつながりの崇高さや，はかなさやもろさについて考えさせたいと考えた。
選んだ活動は，歴史小説づくりであり，その主人公は，高杉晋作と赤禰武人である。高杉晋作は松下村塾，赤禰武人は克己堂の出身者である。この二人は尊王攘夷の志をもつ同志として協力し合っていたが，四境戦争（第二次長州征討）直前に，幕府との関係をめぐって対立し，訣別した。多少の紆余曲折はあったが，最終的には，功山寺決起後，大田・絵堂の戦いで勝利を得た高杉が，幕府との和睦を主張する赤禰を誅殺するという結果に終わる。この二人の友人の訣別に，歴史の必然と人間ドラマを重ね合わせるためには，歴史小説づくりという活動は最適である。

社会科では徹底した史実の分析を行うが，どのような史料においてもそれだけではわからない部分が必ず存在する。この部分を，我々は人間の特性にあてはめて推測し，理解しようとする。だからこそ，人は歴史に思いを馳せ，人間の営みにロマンを感じるのであり，結果，歴史は必然的に壮大なフィクションと化していくのである。ここに，科学的な検証とともに，人間性から歴史を検証していくことの重要性を指摘することができる。
歴史小説は歴史の解説書ではない。どこに視点を置き，人物や事象をどのようにとらえ，小説としてどのようなストーリー展開で表現していくのかが，歴史小説づくりの大きなポイントとなる。読み手を説得し共感を得るための確かな知識と解釈で構成された，創造性豊かな世界観を形成しなければならない。生徒は，追究が進むにつれ，事象を深く掘り下げ，人間の生き方やあり方を表現していくことが，小説の出来映えを決定づけることに気付く。作品の方向性や，ストーリー展開がある程度見えてくると，自身の考えた歴史小説の展開や，そこに登場する事象や人物・集団に対する認識を他者に披露し，批評を受けることで「歴史小説としての確からしさ」を求めるようになる。この段階では，テレビ会議システムを使って，高杉と赤禰それぞれの出身地で生活する中学生との間に討論活動を仕組み，異なる視点の意見の中で認識を磨いていく。そして最終的には歴史小説の中にそれらを盛り込みながら，自身の意見や考えを構築する。

「歴史小説」というメディアと創り出す作業の過程の中には，多様な社会的事象に関する知識や価値観が存在する。生徒は創ることや人と関わることによって，歴史小説だけではなく，歴史そのものを学んでいくのである。
⑵　単元構成表
	段階
	次
	学習内容・活動
	主　眼
	確かな知識を獲得するために

	体験の必要性を

自覚する段階
	１
	学習課題の設定
	・「歴史小説を書く」という学習課題に関心を高めることができる。
	・学習課題を，全体の見通しを立てさせる。

	
	
	プロットの構想
	・テーマに基づいた，歴史小説のプロットをつくる活動に関心を高めることができる。
	・歴史小説をつくるためのプロットを構想させる。

	
	３
	執筆活動（１次）
	・歴史小説を執筆する活動を通して，歴史小説を書く上での必要な視点や基礎的な考え方を理解することができる。
	・歴史小説を執筆する手順や留意点などのマニュアル的知識を実感させる。

	既存の知識との

関連をしめす段階
	８
	明治維新期の日本
	・明治維新期の日本を考察する活動を通して，幕藩体制からの脱却や，近代化をめざして諸藩や多くの人々が行動した「明治維新」の流れを理解することができる。
	・明治維新の全体像と時系列の流れを把握させる。

	
	９
	欧米諸国と日本との関係
	・欧米諸国と日本との関係を考察する活動を通して，欧米諸国の帝国主義の動きと，それに対応しようとする日本の動きを理解することができる。
	・19世紀の帝国主義諸国の動きと，日本の動きを重ねて比較・検証させる。

	
	10
	幕府と長州藩の関係
	・江戸時代を通じて幕藩体制を維持してきた幕府と長州藩の関係を考察する活動を通して，その成り立ちや過程，崩壊の様子から理解することができる。
	・封建制度の成立から崩壊までの過程を，幕府と長州藩の関係から考察させる。

	既存の知識との関連を模索する段階
	14
	正義派と俗論派の対立
	・長州藩内における正義派と俗論派の争いを考察する活動を通して，藩内の対立構造を理解することができる。
	・幕末の長州藩内の対立構造を考察させる。

	
	15
	高杉晋作と奇兵隊
	・高杉晋作の年譜を調べる活動を通して，業績や歴史に与えた影響を理解することができる。
	・高杉晋作の年譜や業績を把握させる。

	
	16
	大田・絵堂の戦い
	・大田・絵堂の戦いの影響を考察する活動を通して，戦いが藩内の権力構造に与えた変化を理解することができる。
	・藩の内戦が，その後の長州藩に与えた影響を考察させる。

	
	17
	四境戦争
	・四境戦争が幕府に与えた影響を考察する活動を通して，幕府と長州藩の関係や，その後の変化について，理解することができる。
	・四境戦争の結果が，江戸幕府に与えた影響を考察させる。

	
	18
	赤禰武人と奇兵隊
	・赤禰武人の年譜を調べる活動を通して，業績や歴史に与えた影響を理解することができる。
	・赤禰武人の年譜や業績を把握させる。

	
	19
	主題とストーリー展開の設定
	・歴史小説における主題とストーリー展開を構想する活動を通して，史実を踏まえた自身の解釈をつくりあげることができる。
	・歴史小説を書く上での主題を設定させ，ストーリー展開を構築させる。

	
	20（本時）
	キャラクター設定
	・歴史小説化していくためのキャラクター設定を行う活動を通して，赤禰武人が処刑された理由を他校の生徒とともに考察し，人物や歴史的事象の描き方に関する見方・考え方を高めることができる。
	・登場人物のイメージを，史実から分析させるとともに，人間の営みからも解釈させる。
・高杉晋作のキャラクターを設定させる。

	
	21
	執筆活動（２次）
	・いままでの活動を参考にしながら，独自の意見や世界観をもとに，歴史小説を執筆し，表現することができる。
	・歴史小説の中に，設定した主題やストーリー展開をもとに，学習者自身の世界観や解釈を盛り込ませる。


３　本時案

⑴　題材　「キャラクター設定」（25／35）

⑵　本時設定の意図
　本時は，歴史小説づくりにおけるキャラクター設定を通して，高杉晋作と赤禰武人の間に生じた確執の理由を考察し，歴史的な人物に対する見方や考え方を深めることをねらいとしている。本時のキャラクター設定で問題にするのは，高杉晋作である。幕末の天才的英雄としてのイメージは，多くの小説や映画・ＴＶドラマ等で描かれていることからも周知の通りであるが，赤禰武人の処刑は，彼のイメージを根底から覆す可能性をもった不可解な行動の一つである。本時では，この場面に限定し，狭量でありかつ俗物の高杉晋作像をあえて設定し，生徒の認識を問う。
赤禰武人は高杉と同じく奇兵隊第三代総督（総管）になった人物である。政治的な行動力に優れており藩内で頭角をあらわしてきたが，第一次長州征討以降，奇兵隊の存続を求めて，幕府にさらなる恭順の意を示そうと考えた。倒幕の実現を考えていた高杉にとって，赤禰に対する怒りはこの時頂点に達することとなる。功山寺決起以降，大田・絵堂の戦いを経て藩論を「倒幕」で統一することに成功した高杉とは反対に，赤禰は脱藩および裏切りの罪によって長州藩から追われる身となり，裁判も行われず処刑される。

授業の対立構造を決めるのは，高杉のこの行動である。本時では，防府の華西中学校を起点として，萩西中学校と柳井南中学校の生徒がＴＶ会議システムを利用して自由に解釈を論じ合う。それぞれの出身地にある中学校からは，高杉の行動についての認識の違いから，感情的な対立が生まれることも予想される。この両校のやりとりから，華西中の生徒は，歴史に対する異なる視点からの見方やとらえ方に出会うこととなる。最終的には，武装解除されてでも長州の名を残そうとした赤禰に理があるのか，それとも長州藩を犠牲にしてまでも倒幕の実現を図ろうとした高杉に理があるのかを，華西中の生徒は判断し，それを自身の歴史小説に反映させていく。
キャラクター設定は，小説の方向性やストーリー展開などに大きな影響を与える段階である。生徒は小説の中で自身のパーソナルな世界観を描くが，いずれは読者の目に触れ，批評や感想という形で評価を得ることとなるため，それに耐えうるだけの確かな分析と解釈をもっておく必要がある。本時の学習により，人としてのあり方や生き方などの「人生観」，集団を形成する組織の特性や限界などの「組織観」等，人間や集団の本質を追究することで，よりよい価値観を形成させたい。
⑶　主眼

　歴史小説化していくためのキャラクター設定を行う活動を通して，赤禰武人が処刑された理由を他校の生徒とともに考察し，人物や歴史的事象の描き方に関する見方・考え方を高めることができる。

⑷　本時の学習過程

	学習内容・活動
	教師の対応（T1：華西中　T2：萩西中　T3：柳井南中）

	１　赤禰武人処刑に関する「仮説」を発表させる。

【華西中の代表者が表明する仮説】

「高杉晋作が赤禰武人に対して強烈な嫌悪感を抱いていたため，赤禰は処刑されたのではないか」

　
	T1赤禰武人を簡潔に説明し，彼が長州藩から追われ，裁判も受けずに処刑された事実を確認する。

T1前時の学習までに華西中で話し合って決めた「仮説」を，ＴＶ会議システムを通して代表者に発表させる。
T1・T2・T3萩西中と柳井南中の生徒の反応を観察する。


	２　華西中の生徒の「仮説」を，全部の学校の生徒に問う。

「藩の危機に際しても，高杉晋作が私情を優先する男であったというこの『仮説』を，支持するか，支持しないか」〈中心発問１〉
【支持する】
・赤禰の才能を妬んでいた
・赤禰に以前された仕打ちを恨んでいた

【支持しない】

・高杉ほどの人物が私心で人命を奪うはずがない

・赤禰の死は，藩論を統一するためにしかたがなかった
	T1意見を自由に語ってもよいことを伝える。

T1萩西中と柳井南中の生徒に発言の機会を与え，多様な観点からの意見が出揃うよう留意する。
T1生徒がつかんでいる事実を整理する。

T2・T3自校の生徒の様子や，意見などを把握して，反論したいという生徒がいればT1に知らせる。

T1ある程度の表出が行われたら，意見の傾向を類型化して構造的に板書する。

T1支持する生徒と，支持しない生徒との間に共通する着目点を見出し，討論へと導く。



	３　幕末の英雄像について検討する。
「赤禰を死に至らしめた高杉晋作は，英雄と呼べるのか，否か」

【英雄と呼べる】
・時代を変えるきっかけをつくったのは歴史的な事実だ
・藩や日本全体の危機をすくった

【英雄とは呼べない】
・維新の戦いの中で，多くの犠牲者が出た

・私心で動いただけであり，人を誰も救っていない
	T1華西中・萩西中・柳井南中の生徒に意見を表明させる。

T1否とする意見には，赤禰が処刑された時期は，どのような時だったのかを問う。
T1呼べるとする意見には，同志の命を見捨ててまで守らなければならないものが存在するのかどうかを問う。

T1なぜ赤禰に弁明の機会すら与えなかったのかを問う。

T1大田・絵堂の戦いや，四境戦争のおこった時期に注目させ，1866年の1月に赤禰が処刑された意味を考察するよう伝える。
T2・T3話し合いの中でT1が見過ごした意見を，タイミングを見てT1に伝えるよう準備をしておく。



	４　キャラクター設定の方向性を模索する。
「高杉晋作が，仲間の命よりも優先したことは何だったのか」〈中心発問２〉
【日本の行く末】
・藩存亡の危機を救うこと

・外国に負けない国づくり
【私情】
・赤禰に対する怒りや嫉妬心
・長州藩の武士としてのプライド
	T1功山寺決起が四境戦争につながっていることを確認し，高杉の行動によって，日本の歴史がどう動いたのかを説明させる。
T1どのような史料においても説明できない部分があり，絶対にわからない世界があることを示唆し，人間性の側面からも考察するよう伝える。
T1理解し合った人間同士が，時がたって立場が異なると対立してしまうのは，いつの世においても起こりうることであることを伝える。（江藤新平と大久保利通など）



	５　小説づくりにおけるキャラクターを決定する。
高杉晋作のキャラクター

赤禰武人のキャラクター

英雄
俗論派と一戦を交えて藩論を統一するために命がけの行動をとる高杉を描く

奇兵隊の存続や，長州藩の幕府との戦いを回避するために，捨て身の行動をとる赤禰を描く

俗物
挙兵阻止の動きを見せる赤禰に嫌悪感を抱き，自らの命を守るための行動をとる高杉を描く

自らの保身のために，幕府や俗論派との間に関係を築き，政治工作を推し進めていく赤禰を描く

　
	T1自身の小説において，それぞれの人物の描き方とその効果，及びその後のストーリー展開の方向性を決めさせ，ノートに書かせる。

T1華西中の生徒に，なぜ，そのキャラクター設定をしたのかを説明させる。

T1歴史的史実と，独自の解釈の二つが揃って，人物像が決まってきていることに気付かせる。

T2・T3萩西中と，柳井南中の生徒に，どのようなキャラクター設定をすれは，魅力的な歴史小説を描くことができるかを聞く。


４　評価基準表

	次
	学習内容・活動
	社会的事象への関心・意欲・態度
	社会的な思考・判断

	１
	学習課題の設定
	・「歴史小説をつくる」という学習課題に関心を高めることができる。
	

	
	プロットの構想
	・テーマに基づいた，歴史小説のプロットをつくる活動に関心を高めることができる。
	・歴史小説をつくる上での自分なりの構想を説明することができる。

	３
	執筆活動（１次）
	・歴史小説を執筆することに，関心を高めることができる。
	

	８
	明治維新期の日本
	・明治維新期の特色を把握することに関心を高めることができる。
	・明治維新期に，旧来の制度を打破しようとした動きがあったことを指摘することができる。

	９
	欧米諸国と日本との関係
	・欧米諸国の帝国主義の動きと，それに対応しようとする日本の動きを把握することに関心を高めることができる。
	・当時の日本が，欧米諸国の帝国主義の動きに脅威を抱き，それに対応しようと苦慮していたことを指摘することができる。

	10
	幕府と長州藩の関係
	・江戸時代を通じて幕藩体制を維持してきた幕府と長州藩の関係について関心を高めることができる。
	・藩政改革に成功した長州藩が，封建制度の維持にこだわる幕府と対立した転換点を指摘することができる。

	14
	正義派と俗論派の対立
	・長州藩内における正義派と俗論派の争いについて関心を高めることができる。
	・幕府に恭順する俗論派と，倒幕をめざす正義派の，それぞれの考えや意見の相違点を指摘することができる。

	15
	高杉晋作と奇兵隊
	・高杉晋作の年譜やエピソードなどについて関心を高めることができる。
	・高杉晋作の行動の意図には，倒幕という思想があったことを指摘することができる。

	16
	大田・絵堂の戦い
	・大田・絵堂の戦いが，藩内の権力構造に与えた影響について関心を高めることができる。
	・大田・絵堂の戦いの結果が，正義派による藩論統一をもたらしたことを指摘することができる。

	17
	四境戦争
	・幕府と長州藩との戦いがもたらした影響について関心を高めることができる。
	・四境戦争の勝利が，幕府を滅亡に導いたことを指摘することができる。

	18
	赤禰武人と奇兵隊
	・赤禰武人の年譜やエピソードなどについて関心を高めることができる。
	・赤禰武人が，藩や奇兵隊を危機から救うために行動したことを指摘することができる。

	19
	主題とストーリー展開の設定
	・歴史小説における主題とストーリー展開を構想する活動に関心を高めることができる。
	・主題とストーリー展開が密接な関係をもつことを指摘することができる。

	20（本時）
	キャラクター設定
	・赤禰を見殺しにした高杉の心情について関心を高めることができる。
	・高杉や赤禰の行動や心情を，史実から推察しながら，物語的に解釈して指摘することができる。

	21
	執筆活動（２次）
	・歴史小説を執筆することに，関心を高めることができる。
	


	資料活用の技能・表現
	社会的事象についての知識・理解

	
	

	・歴史小説をつくる上での自分なりの構想を表現することができる。
	

	・史実をとらえ，科学的な視点および人間性の観点から表現することができる。
	

	・旧来の制度の物理的・精神的崩壊をめざした動きを，史料から読み取ることができる。

	・欧米諸国の接近と，旧来の封建制度の限界が，日本の近代化に結びついたことを理解することができる。

	・欧米諸国の帝国主義の動きに脅威を抱き，それに対応しようとした日本の動きを，史料から読み取ることができる。


	・欧米列強諸国の帝国主義的な動きが，日本内部に変革への動きをもたらしたことを理解することができる。

	・藩政改革に成功した長州藩が，封建制度の維持にこだわる幕府と対立したことを，史料から読み取ることができる。


	・藩政改革の成功が，長州藩の自立心を高め，封建制度からの脱却を図ろうとしたことを理解することができる。

	・長州藩内で，幕府に恭順する俗論派と，倒幕をめざす正義派が対立した理由を読み取ることができる。


	・長州藩内では，幕府恭順の俗論派と，倒幕をめざす正義派に分かれて対立し，高杉晋作の行動によって倒幕で藩論を統一していったことを理解することができる。

	・高杉晋作の行動や業績の理由を，史料から読み取ることができる。
	・高杉晋作が，旧来制度の打破をめざして行動したことを理解することができる。

	・大田・絵堂の戦いの内容やその影響を，史料から読み取ることができる。
	・大田・絵堂の戦いに正義派が勝利して藩論を統一したことにより，長州藩が倒幕に向けて一気に動き始めたことを理解することができる。

	・四境戦争の内容やその影響を，史料から読み取ることができる。
	・近代軍備の長州軍が，旧式装備の幕府軍に勝利したことで，幕府崩壊を招いたことを理解することができる。

	・赤禰武人の行動や業績の理由を，史料から読み取ることができる。
	・赤禰の藩や隊を思う行動が，長州藩の統一のために利用され，犠牲となったことを理解することができる。

	・主題とストーリー展開をリンクさせながら，設定することができる。
	・主題とストーリー展開の質が，作品としての出来映えを大きく変えることを理解することができる。

	・高杉や赤禰の行動や心情を，史実や人間性から解釈し，歴史小説の中におけるキャラクター像を設定することができる。
	・どのような史料でも説明できない部分があり，高杉と赤禰の行動や心情を推察するには，人間の営みからの検証が必要であることを理解することができる。

	・史実を解釈し，科学的な視点および人間性の観点から表現することができる。
	


５　本単元における特色

⑴　学びの構造図

[image: image1]
⑵　歴史小説づくりの学習手順
⑶　３校の出会いと単元設定上の位置付け


[image: image2]
⑷　本時における，テレビ会議システムのネットワーク構造図

[image: image3]
６　本単元で形成させたい知識の構造
	価値的知識
	
	総括的知識

	○　作成者の世界観や主張が表れるメディアを創り出す活動や，創りあげたものを介しての討論活動は，「よりよい価値」を学ぶために有効である。
○　人は，社会の一員として行動する時に，私情を捨ててまで厳しい決断を迫られることがある。
○　人間とは，最終的には，自身の中にある価値観を信じて意思決定を行い，行動していく存在である。

○　友情とは，他者との関わりの中でしか存在しないものであり，社会集団の中では，場合によって嫉妬や競争，情熱や信念に変化する。
	
	

	
	
	
	
	

	マニュアル的知識
	
	定義的知識
	
	

	○　時代の転換期を実感するためには，他の時代の転換期と比較するとよい。

○　四境戦争にいたるまでの社会的事象や人間の側面を，当時と現代社会の価値観から解釈することで理解を深めることができる。

○　史実を科学的に検証していきながらも，人間の物語として検証をしていくことからも考察を行い，解釈をつくりあげるのが歴史である。

①　史実を時系列に並べる。

②　設定した時代の範囲をきめる。

③　象徴的な事象を選んでエピソードを決める。

④　史実の分析を行いながら各設定を行う。
	
	○　近代化とは

○　帝国主義とは

○　封建社会とは

○　幕藩体制とは

○　明治維新とは

○　朝廷とは

○　江戸幕府とは

○　長州藩とは

○　尊王攘夷とは

○　倒幕とは

○　四境戦争とは

○　時代調査とは

○　人物調査とは

○　歴史小説とは
	
	

	
	
	
	
	構成的・要素的知識

	
	
	
	
	

	事実を共有するための知識
	
	

	【事象を認識するための知識】

明治維新，江戸幕府，長州藩，吉田松陰，高杉晋作，赤禰武人，勝海舟，尊王攘夷，倒幕，正義派，俗論派，四国艦隊砲撃事件，第一次長州征討，功山寺決起，大田・絵堂の戦い，四境戦争，大政奉還　等

【約束としての知識】

江戸時代，明治時代，1863年，1864年，1865年，1866年，1867年，1868年　等
	
	


歴史小説の読み込みと試し書き





時代調査・人物調査による史実分析





テーマ設定・ストーリー構想





キャラクター設定





執筆活動・発表





事象








価値観





競争





嫉妬





野心





情熱





理想





友情





時代背景





「史実」の分析・検証





「人間」の分析・検証








歴史小説


づくり





社会構造





人物・集団





地域社会





単元構成表のイメージ
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ＴＶ会議





華西中





柳井南中





萩西中





・プロ作家の作品を読み込む


・試し書きによる作家体験





・小説の舞台となる時代背景


・人物の行動や業績に関する内容





・何をテーマにどう描くのか


・どんなストーリー展開を構成するか





・人物像をどう描くのか


・人間性をどう表現するか





・歴史小説というメディアの形に表現する


・他者の批評を得る





イメージの把握








分析・検討








主題・構成





人物像の設定





メディアで表現





赤禰武人





天才的英雄？





狭量の俗物？





高杉晋作の


キャラクター





映像


音声





映像


音声





山口情報芸術センター（山口市）








Ｗ．Ｂ





スクリーン


柳井南中学校





スクリーン


萩西中学校





映像


音声





映像


音声





映像


音声





映像


音声








【柳井市】


柳井南中学校


（生徒数：３名）








【萩市】


萩西中学校


（生徒数：25名）





高杉晋作





華西中





柳井南中





萩西中





俗物・狭量の高杉晋作像をあえて仮説として提示





人間理解


解釈する者の責任





対立の経緯





対立





反発





共感





友情





組織





理想





時代





ホワイトボード





【防府市】


華西中学校


（生徒数：26名）









